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「アトライノベーションラボ 2023 in TOKYO」開催のお知らせ 

 
アトラグループ株式会社（東証 STD6029）は、「アトライノベーションラボ 2023 in TOKYO」
を、2023年 9 月 24 日に東京都千代田区、ベルサール飯田橋ファーストにて開催します。 
 

    特設ホームページは画像をクリックしてください。 

 
 
「アトライノベーションラボ 2023 in TOKYO」は、接骨院・鍼灸院・マッサージ院（以下「施術
所」）の支援事業を展開するアトラグループ株式会社（本社：大阪府大阪市西区、代表取締役社長：
久世博之、以下「アトラグループ」）が、「未来型接骨院」を提案するイベントであり、今年 3 月
に大阪で開催し好評であったため、東京でも開催することを決定しました。 
柔道整復師であり衆議院議員の一谷勇一郎氏をトップ講演者として迎え、「未来型接骨院」への

チャレンジに共感したプレゼンターを招き、ブレインテック、各種のセンシングテクノロジーな
どによる生体情報の取得と、日々行っている施術や水素吸引などの療法を融合させる技術などを、
施術所を運営する方々を中心に、広くヘルスケア事業を運営する方々にお伝えすることを目的と
して開催いたします。 
 
アトラグループでは、脳波、歩行センシングデータ、睡眠トラッキング、心拍数、体表温、筋電

気抵抗値など様々な生体情報を集積し見える化することで施術や治療の参考にできるものである
と考え、医療の分野においても活用できると期待しています。アトラグループが運営するアトラ
請求サービスが会員接骨院に提供する施術所管理システム「A-COMS」にこれらの有効なパーソ
ナルヘルスレコードを集約するとともに、サーバー上に蓄積し、施術所や介護事業所、様々なヘ
ルスケア事業者が閲覧利用できるプラットフォームの構築をしたいと考えています。 

https://www.hone-u.com/innovation-lab/


【講演題目】 
 ・基調講演 
  日本の伝統医療、柔整、鍼灸のこれからはどうなる？ 

✔ ホントのところ、国は、政府は接骨院をどう考えている？ 
✔ 国家資格者の未来はどうなる？ 
これまで聞けなかったパンドラの箱。 

柔整師でもある衆議院議員の一谷勇一朗氏に伺います。 
                         一谷 勇一郎 衆議院議員  

 
 ・慢性疼痛患者を救う施術の未来 

TN ブレインテクニック（三叉神経＝Trigeminal Nerve を通じて脳にアクセスする施術
技術）を用いて疼痛を緩和するテクニック。 
接骨院・鍼灸院、整体院やリラクゼーションを含めた店舗数は 14 万件を超え、ボディケ

アへの国民の期待が高まる一方で、慢性疼痛に悩む患者数も増加傾向にあります。疼痛疾
患に対する施策は国の事業としても進められており、医師を含む多くの有識者が力を注い
でいます。その中で、海外での医療学会にも積極的に参加し、世界最先端の慢性疼痛対策
に触れてきた藤本氏。柔道整復師・鍼灸師が慢性疼痛患者を救済できる施術の未来や、医
療と代替医療をつなげる役割についてお話します。 

                   有限会社 SAIYO 代表取締役 藤本 斉 氏 
 
 ・接骨院におけるヘルステックの未来～睡眠を可視化することで起こる行動変容～ 

施術後の回復については、患者様自身の主観に寄るところが多く客観的評価がし難いも
のです。バイタルトラッカーを活用して、例えば「眠りが深くなった」等という客観的事
実を患者様と共有できれば、施術への満足度が高まります。充電不要のスマートトラッカ
ー「MOTHER Bracelet」は、睡眠トラッキングの決定版と言えます。また心拍数や活動量、
体表温のバイタルデータをオープンに共有できることから、医療・介護分野を中心に世界
的に注目されています。MOTHER Bracelet を利用した健康増進のメリット、生体情報が
生み出す価値、そしてテクノロジーが引き起こす未来についてお話しします。 

株式会社 MEDIROM MOTHER Labs 代表取締役 植草 義雄 氏 
 

・ブレインテックで築く未来の施術 
昨今医療の DX が叫ばれていますが、具体的に「医療を DX」するとはどういうことを意味

するのでしょうか？医療に非常に近しい整骨院・鍼灸院においても DX は他人事ではありま
せん。まず医療 DX の定義を明確にした上で、内閣府を中心とした日本における国の医療 DX
の取り組みや大きな流れをご紹介します。続いて整骨院・鍼灸院での実情を踏まえて、現実
的な施術方法の DX の一環として、データに基づいて脳から痛みなどの身体の不調にアプロ
ーチする新しい施術方法を提言いたします。          

株式会社メディアシーク ビジネス開発部マネージャー  
ブレインテック・DTx ユニットリーダー         平井 祐希 氏 

  



・NECの歩行センシングデータと融合する未来型の接骨院 
    NEC では、ヘルスケア・ライフサイエンス領域における、2030 年にありたい未来像「NEC

が目指すヘルスケアビジョン」を発表。「live as you あなたを知り、あなたらしく選ぶ」を
キーコンセプトとして、患者自身だけでなく家族や医療に関わる人にとって、一人ひとり
にあなたらしく生きてほしい、とのコンセプトに基づき 3 つの事業領域に注力し、それぞ
れの領域を連携させて参ります。なかでもライフスタイルサポート事業領域では、「一人ひ
とりの日常生活に寄り添う」プロダクト・サービスの開発を行っており、その一つが歩行
センシングインソールです。歩行の質をデータ化し、歩き方の特徴や脚・足の状態を見え
る化します。これまで施術者の経験則に依存していた患者さまの状態を数値化することで
「歩行の可視化と施術がリンクし、患者さまの健康な未来が見えてくる。」そんな未来の施
術所の世界をお話しします。 

日本電気株式会社 ヘルスケア・ライフサイエンス事業部門 
ライフスタイルサポート統括部 プロフェッショナル   織戸 英佑 氏 

 
 ・アトラゲージで、接骨院、鍼灸院に革命を起こし、業界の未来を変える。 

アトラグループは、日本独自の伝統医療である、柔道整復、鍼灸あん摩マッサージと、
IT技術の融合により、業務の効率化やお客様の利便性の向上に向けたＤＸサービスの提供
を行ってまいりました。私たちは、長く続く業界の歴史に新たな１ページとして、歴史的
転換点になる「アトラゲージ」を開発しました。「アトラゲージ」は、柔道整復や鍼灸マッ
サージ施術を行う判断基準として、筋電気抵抗値と皮膚温の計測値を独自のアルゴリズム
から解析、比較データ化する技術を開発しました。この独自のアルゴリズムデータから取
得する生体情報は、アトラゲージから、カルテ情報化し、パーソナルヘルスレコードとし
て顧客データの効果的な活用を可能にし、これまで施術者の感覚に依存してきたカウンセ
リングを AI 分析システムによるカウンセリングデータとして、分析業務の効率化や隠れた
傷病の早期発見を目指します。日本独自の伝統医療である柔道整復、鍼灸マッサージの施
術と、新しい分析手法が、接骨院・鍼灸院の未来を切り開き、業界革命を起こします。 

アトラグループ株式会社  
ほねつぎチェーン事業部 アトラゲージ開発責任者   矢野 潤 


